
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. インドネシアとの研究協力について 
 

 



 



2. インドネシア共和国との研究協力について 

 

2.1. 背景 

インドネシア共和国との研究協力の覚書締結に至った背景には、「第 18 回アジア所長会

議（平成 21 年 11 月 10 日～17 日開催、会議テーマ：地域の実情や課題に応じた独創的な道

路政策）」のプレ調査として、インドネシア共和国公共事業省研究総局及び同局の 3研究機

関（道路・橋梁研究所(RDCRB)、社会経済文化地域研究所、居住研究所）を訪問し、研究ニ

ーズ等の調査を行なったことがある。 

その際、RDCRB との会合の中で、継続的な研究交流を進めるためには覚書の締結を検討す

べきとの提案がなされた。それを受けて国総研は、関係部局との調整の結果、第 18 回アジ

ア所長会議において、RDCRB 所長（Agus Bali Silendra 氏）をお招きし、研究協力の覚書

締結に至ったものである。 

 

次ページ以降に、覚書締結について及び共同ワークショップ開催について、並びに共同

ワークショップ終了後に行なったアンケート調査の結果についてとりまとめを行なったの

で報告する。 
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覚書締結の準備にあたり、国総研はインドネシア共和国を訪問している。下記に訪問に

関する目的及び会合内容についての詳細を記載する。（海外出張調書） 

 

海外出張調書 

 

出 張 者 ：国際研究推進室長 寺元博昭 

出 張件名：国際研究連携推進のための専門家会合 

出 張 先 ：インドネシア国 ジャカルタ市、バンドン市 

出 張期間：平成２１年６月１日～平成２１年６月５日（５日間） 

 

出張の目的：本出張の目的は、インドネシア国公共事業省研究開発総局 Agency for 

Research and Development, Ministry of Public Works、同道路総局 Directorate of Highways, 

MPW、同社会経済文化地域役割研究所 R&D Center for Social Economic, Cultural and 

Community Role, ARD, MPW、同道路橋梁研究所 R&D Center for Road and Bridges, ARD, MPW

の研究担当幹部及び実務担当専門家と、両国における国土整備関係の研究に関する現状と

課題を共有するとともに、共同研究テーマの発掘に向けた研究ニーズを明らかにすること、

研究協力と支援の意志を伝えること、より具体的な国際研究の推進に向けた人的つながり

や足がかりを作ることである。 

 

（当日の発表と質疑等） 

会合では、国総研が取り組むプロジェクト研究の状況や研究の枠組み（大枠による PDCA）

等をプレゼンする一方、インドネシア国からは、研究体制（予算、人員、研究評価、本省

と研究所との関係等）について紹介いただいたのち、関連事項等を質疑し、国際研究協力

の推進に向けた認識の共有を図った。 

今回、研究開発総局長（研究開発庁トップ）の勧めで、当初の行程には入れていなかっ

た居住研究所も訪問した。また本会合に合わせて PPP 手法による Tanjun Priok Access Road

の現地視察を行った。個別には下記の通りである。 

 

（１）研究開発総局との会合（会合の様子 写真-1、2） 

対応相手：研究開発総局長（研究開発庁トップ）、社会経済文化地域役割研究所長、道路・

橋梁研究所国際担当官ほか 

- Ir. Hendrianto Notosoegondo, Director General, ARD, MPW 公共事業省研究開発総局

長 

- Drs. Pradino, Director, R&D Center for Social Economic, Cultural and Community Role, 

ARD, MPW 社会経済文化地域役割研究所長 他 

・本会合は公共事業省研究開発総局会議室で実施された、各研究所との会合に先立つ全体

会議である。 

・研究体制；公共事業省の研究体制は、全体の方針、予算付け等を研究開発総局が総括し
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ているが、実質的な研究は４つの研究所で担っているとのことである。技術的な規制は個々

の州が行っていて、研究開発総局は SGM（Standard, Guideline, Manual）を通して技術指

導を行っている。また州では技術開発も困難であり国が行っている。 

・予算と人員；H21 年度研究予算は 300billion ルピア（約 30 億円）であり、国総研予算の

３分の１程度の規模。人員は研究官が 200 名、行政官が 500 名で計、700 名。国総研は研究

官が 252 名、行政官が 119 名であり、これに比して、研究補助を外注するわけではないの

で行政官が多くなっているとのことである。 

・会合の結果、JICA プロジェクトの伸びが期待できない中、研究領域での協力関係の構築、

課題、人的交流の重要性について、認識を共有できた。 

・研究総局のトップである総局長と情報交換、認識の共有を得られたことは大きな成果（現

在の総局長ヘンドリアント氏は、道路総局長を長年務めた人物で、大臣に昇格（公共事業

大臣は、伝統的に、５つある総局長の中から選ばれたテクノクラートが努めている）する

可能性もある大物）である。 

・人的交流の促進；当方が研究所の窓口（AccessPoint）として調整するので、日本学術振

興会（Japan Society for the Promotion of Science(JSPS)）等の制度を利用して、積極

的に研究者の派遣をいただきたい旨を伝えた。 

・技術的な課題；基準作成に関しては、インドネシアは大きな多様性の中にある国である

ので、力学的な共通基盤以外は、地域の特性（構築物の形状や素材など）について極力反

映させようとしていること、日本が取り組む柔軟な道路構造基準に大きな興味があるとの

ことであった。本年のアジア地域研究所長など会議のテーマでもこの規範性と柔軟性を両

立させる基準のあり方等についてテーマに入れていること等を伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          写真-1                 写真-2 

※ 写真-1：研究開発総局との会合、筆者右側、奥に研究開発総局長 

※ 写真-2：研究開発総局長 Hendrianto 氏と寺元国際研究推進室長 

 

（２）道路総局との会合 

対応相手：道路総局長、道路技術課長、道路ファイナンス担当課長 

- Dr. Ir. A. Hermanto, Director General, DGH, MPW 公共事業省道路総局長 

- Ir. Danis H. Sumadilaga, Director of Technical Affairs, DGH, MPW 公共事業省道路
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総局技術課長 

- Ir. Nur Fizili Kifli, MT. Financial Affairs, DGH, MPW 公共事業省道路総局総務財政

担当 他 

・本会合は道路行政関係の研究プライオリティについて、道路総局長、技術課長ほかと議

論したものである。 

・その結果、アセットマネジメント、Toll･Road、調達契約関係に優先度を高くおいて行き

たい旨、先方のニーズを把握できた。 

・アセットマネジメントについては概念がわかりにくいので困っていること 

・Toll･Road については、約 700km の運用状況であるが、日本の取り組み、特にプール制の

仕組み（先行した路線の益を後発に回したいという意向を持っているとのこと）や料金と

交通管理の関係について日本の先進事例を学びたいとのことであった。日本の民営化のス

キームと平日・休日料金社会実験の状況等について概要も説明し、今後とも喜んで協力す

る旨伝えた。 

・調達契約については、インドネシアと日本とで商習慣が異なるので比較は難しいが技術

と経営の両面から関連企業を評価する日本の取り組み等を紹介できる旨伝えた。 

・研究総局長、道路総局長以下、大変歓迎いただいた。本会合の結果、研究領域でのネッ

トワークを先方も望んでいることがわかった。 

 

（３）社会経済文化地域役割研究所との会合（写真-3、4） 

対応相手：社会経済文化地域役割研究所長、国際担当窓口課長ほか 

- Drs. Pradino, Director, R&D Center for Social Economic, Cultural and Community Role, 

ARD, MPW 社会経済文化地域役割研究所長 他 

・本研究所は設立から９年しかたっておらず４つの研究所ではもっとも新しい組織で、日

本にはストレートに対応できる研究センターはない。 

・名称や役割については日本の組織としても時代の先を行っている感じがしてとても挑戦

的ですばらしい。 

・研究ニーズとしては、用地の円滑な取得に向けた仕組みやプロジェクトの経済的、社会

的影響の把握、事業への住民の参加（Involve）やインフラ施設の地域への多様性を踏まえ

た定着、地球環境関係では植林などに地域とともに積極的に取り組んでいる。 

・会合の結果、Public Acceptance 関係の研究というくくりで国総研の活動との接点がある

と思われる。また、以下の認識を共有した。 

○Public Acceptance を得るためにプロジェクトの社会的、経済的インパクトを調査する必

要があること 

○それらをプロジェクトの前後で行うこと 

○Negative な情報や影響も公開することで透明性を確保し、バランスの取れた、信頼性の

高い合意が得られること 

○関係者のコミュニケーション能力を高めることが重要であること 

○インドネシアと日本とは社会の多様性のレベルが異なるが、法的な手続き等は比較し、

応用できる部分もあると考えられること 
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・直接対応した組織は日本にはないが、まず当方にアクセスしてもらえれば適宜、適切な

セクターにつないでいくことや、研究者の交流に必要な調整も積極的に行っていきたい旨

伝えた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           写真-3                  写真-4 

※ 写真-3：社会経済文化地域役割研究所での会合 

奥左が Pradino 所長、奥右が寺元国際研究推進室長 

※ 写真-4：Pradino 所長と寺元国際研究推進室長 

 

（４）道路・橋梁研究所との会合（写真-5、6） 

対応相手：道路・橋梁研究所長、国際課長ほか 

- Ir. Agus Bari Sailendra, Director, R&D Center for Road and Bridges, ARD, MPW 道

路・橋梁研究所長 

- Ir. GW SAMSI GUNARTA, Chief of Division, Programming & International Collaboration, 

R&D Center for Road and Bridges, ARD, MPW 道路・橋梁研究所,計画・国際担当課長 他 

- Dra. IPAH SARIPAH, MA, Head of Sub Division of Cooperation Depertment, R&D Center 

for Road and Bridges, ARD, MPW 道路・橋梁研究所、協力部副課・課長 他 

・本会合は、研究開発総局との全体会議を受けた、道路関係の研究所との研究協力に関す

る会合である。 

・先方より研究テーマについて紹介いただき、道路総局と同様、アセットマネジメント関

係に大きな関心があることがわかった。 

・また先方より、是非、MOU（研究協力に関する総括的な覚書）を結んで研究力を進めてい

きたい旨、提案があった。当方より、これまでインドネシアと日本とは JICA を通したやや

一方的な関係であったが、インドネシアの整備状況も進んできており、今後は更に一方進

んだ関係になっていくべき旨を伝え、先方研究所長より、同様の認識を持っていること、

人的な交流が重要であるとの発言があった。 

・本日の会合を契機として、国際担当を窓口に、更に具体に研究協力について検討してい

くことを確認した。 
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写真-5                  写真-6 

※ 写真-5：道路・橋梁研究所での会合、奥左が Agus 所長、奥右が寺元国際研究推進室長 

※ 写真-6：Agus 所長と寺元国際研究推進室長（記念の公共事業省モニュメントを贈呈いた

だいた） 

 

（参考）居住研究所の視察 

対応相手：居住研究所所長ほか 

- Dr. Ir. ANITA FIRMANTI, MT, Director, R&D Center for Settlement, ARD, MPW 居住

研究所長ほか 

・研究開発総局との会合において、多様性と研究開発との調和などの議論の中で、総局長

のヘンドリアント氏より、是非、居住研究所も視察いただきたい旨の話があり、急遽、同

研究所を視察し、実験施設や研究方針などの説明を受けた。 

・研究開発総局の下部組織であるが、他の研究所同様、本省の担当局との一体的な活動を

行っていること、具体には空間総局の領域の研究も行っている。 

 

（５）Tanjun Priok Access Road の現地視察（写真-7、8、9、10） 

 ジャカルタの環状道路の整備をＰＰＰで進める上記のプロジェクトを視察した。インド

ネシアは 1978 年に最初の有料道路が整備され、現在約 700ｋｍの高速道路をもつが、採算

の問題等から、本プロジェクトは初めて、ヨウカン切りで公共事業が一部入っていること、

またその区間も含めて管理をコンセッションで行うことなどが特徴的である。 

 労務単価は、日本円で１日約 100 円程度とのこと。ちなみに中央省庁課長は月額約２万

円（ただし、種々の手当等で２倍程度になるとのこと）。視察の最中に写真のとおり、後

方の確認不足で場内の看板が大破（写真-7、8）。インドネシアの工程管理、安全面などの

難しさを目の当たりにした。 

 ジャワ島は、いわゆるラダー構造で高速ネットを計画しており、開発の進む北側海岸（日

本で云えば、太平洋側？）の高速道路整備を進めたいとの意向で、そのためにもプール制

のような先発の高速の益を吸収するファンドを立ち上げたいとのことであった（財務当局

と公共事業省の間での綱引きがあるとのこと）。 
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         写真-7                 写真-8 

 

         写真-9                 写真-10 
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                  写真-11 

 

※ 写真-7：Tanjun Priok Access Road の工事（群杭の施工）の状況 

※ 写真-8：視察中に場内の移動で看板を大破の様子 

※ 写真-9：土質はラテライト 

※ 写真-10：作業員８人ごと１人（黄色のヘルメット）の世話役 

      国内では考えられないが写真左側の崩れを木柱のみで仮止め 

※ 写真-11：Tanjun Priok Access Road プロジェクト全体概要 

※ 道路交通関係データ（会合での聞き取り等） 

    ①Toll･Road の延長 

     ・Operation 688km(内、Jasa Marga 529km、Private Sector 158km)  

          ・Concession Agreement Signed  802km 

     ・Concession Agreement Preparation 169km  

     ・Tender Preparation 475km 

    ②Toll･Road の料金 ５円～７円/km 程度 
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    ③Toll･Road の建設コスト 

 850Rp.B(10 億円/km 程度) 

 ④自動車保有台数 約 750 万台 

内、半数がジャカルタでの保有、この他にバイク約 2,500 万台 

    ⑤交通事故死者数 １２千人、２４千人、３６千人の３つの数字   

    （２４千名は保険会社のクレームデータであり３６千人が実際？） 

 

（その他） 

 今回、ジャカルタ市から研究所のあるバンドン市まで、大使館に車の手配の便宜供与を

受けることができたのは幸いであった。この間の高速道路は 2005 年に約１年の突貫工事で

行ったとのことで、まだ５年弱しか経過していないにもかかわらず、舗装の状態は極めて

悪く、日本で云えば、舗装の悪い県道を 120ｋｍ程度で走行するような感じであった。雨期

にもかかわらず工事を強行したため、各所で Slide が発生したとのことであった。橋梁横

断部も衝撃が激しく、踏みかけ板が入っていない？場合もあるようであった。 

 またジャカルタ市内の道路交通状況で特徴的なのは、多くの交差点が右折禁止になって

いることがある。ただ、左折してＵターンしている車も見られたので、右折車線をつくる

などのオーソドックスな対策の方が無用の台キロの発生を抑制できるようにも感じた。交

通マナーはまだまだであり、Hard-Shoulder（路肩）を平気で走行している、というより、

１車線と認識しているに近く、ジャカルタ・バンドン間の 140km の間に、３台も路肩から

転倒している車がいたのには驚いた。ジャカルタ市内も同様。当方が赴任経験のあるイン

グランド（英国道路庁 HA）では Active Management と称して、渋滞時に正式に Hard-Shoulder

を通行させているが、こちらの場合は違法。 

 事前に英字新聞の記事で、Jockey という職業？が発生しているとの記事を読んでいたの

で、注意深く、車中から見ていると、赤ちゃんを抱いた母親らしき人が２本の指を立てて、

ヒッチハイクのような仕草をしているのを発見した。道路・橋梁研究所で聞くとやはり、

それは Jockey とのことで、ビジネスタイムに市内に入る車両は３人載らなければ追加料金

となるとのことであった。 

 

 以上、現地でないと発見できないこと、感じ取れないことも含め、今回の会合は極めて

有意義であった。研究開発総局長、道路総局長、各研究所長とも直接情報交換できたこと

や、彼ら関係者が新たな関係つくりに前向きなことを確認できたことは今後の国際研究の

推進にとって大きな成果となった。今回、予想を大きく上回る対応をしていただけたのは、

対等な立場で協力関係を作り上げていきたいという、こちらからの提案が今回初めてのこ

とであったこととも無縁ではないと思われる。支援する側、される側を超えた関係づくり

こそ、アジア各国との間で進められるべきとの感を強くした。 
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（以下、当日資料の抜粋） 

 

Mission of This Meeting;  

 

1. About us; 

NILIM - National Institute of land and Infrastructure Management, a technical 

branch of the Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism in Japan 

 

2. Mission of this meeting; 

1) Pre-research for the 18th Asian Conference of Public Works Research and 

Development – Roads and Vital regions (draft theme), which will be held 

in Japan this autumn under the collaboration between Japan International 

and Corporation Agency(JICA) and NILIM, in order to be as fruitful as 

possible. 

2) Find out the actual needs for the roads of Indonesia in the scope of 

international research cooperation between Japan and Indonesia. 

 

3. When the needs for research cooperation in respect of the roads are identified, 

we will try to consider the possibility of the research cooperation and 

technical information exchanges between the related research organization in 

Indonesia and us. 

 

 (Meeting contents) 

   i) Presentation from NILIM (Research scheme, Budget, Evaluation system….) 

       ii) Answer/Presentation from Indonesia 

       iii) Questions & Discussions 

 

(AppendixⅠ）Questionnaire for Research and Development Agency, Director General 

of Highway, Research and Develop Center for Roads and Bridge, and 

Socio-Economic-Culture & Public’s Center   （中略） 

 

(AppendixⅡ）Questionnaire for Director General of Highway, Research and Develop 

Center for Roads and Bridge, regarding to the Priority of co-research between NILIM 

and Related Research Centre in INDONESIA  （中略） 
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Contents of This Meeting; 

 

1.  Presentation from Japanese side (NILIM)     (about 20 minutes) 

 

・Mission, Budget, Human-resources, Organization in NILIM 

・Strategic Project Research and Evaluation-system in NILIM  

・International Research Cooperation in NILIM 

   

 

2. Presentation from Indonesia /Answer to the Questionnaire  

 

  ・Answer referencing to AppendixⅠand/or AppendixⅡ 

・Others 

 

 

3.  Question and Discussion 
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ADDRESS 

 

Directorate General of Highways 

Jl. Pattimura No. 20 

Kebayoran Baru  

South Jakarta 12110、Tel: +62 21 7279 7849 

Agency for Research and Development  

Jl. Pattimura No. 20 

Kebayoran Baru  

South Jakarta 12110、Tel: +62 21 724 5083   

Research and Development Center for Social Culture, Economic, and Community 

Participation  

Jl. Sapta Taruna Raya No.26 

Ministry of Public Works Complex 

Pasar Minggu 

South Jakarta 12310、Tel: +62 21 751 1081    

Research and Development Center for Road and Bridges 

Jl. A.H. Nasution No. 264 

Bandung 40294 

West Java、Tel: +62 22 780 2251 

Research Institute for Human Settlments 

Jln. Panyaungan Cileunyi Wetan Kab. 

Bandung 40393 

West Java、Tel: +62 22 779 8393 
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Mission of This Meeting; 
 

1.About us; 
NILIM - National Institute of land and Infrastructure Management, a technical 
branch of the Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism in Japan 
 
2.Mission of this meeting; 

1) Pre-research for the 18th Asian Conference of Public Works Research and 
Development – Roads and Vital regions (draft theme), which will be held in 
Japan this autumn under the collaboration between Japan International and 
Corporation Agency(JICA) and NILIM, in order to be as fruitful as 
possible. 

2) Find out the actual needs for the roads of Indonesia in the scope of 
international research cooperation between Japan and Indonesia. 

 
3.When the needs for research cooperation in respect of the roads are identified, we 
will try to consider the possibility of the research cooperation and technical 
information exchanges between the related research organization in Indonesia and 
us. 
 

 (Meeting contents) 
    i) Presentation from NILIM (Research scheme, Budget, Evaluation system….) 

       ii) Answer/Presentation from Indonesia 
       iii) Questions & Discussions 

 
(AppendixⅠ）Questionnaire for Research and Development Agency, Director General 

of Highway, Research and Develop Center for Roads and Bridge, and 
Socio-Economic-Culture & Public’s Center   

 
(AppendixⅡ）Questionnaire for Director General of Highway, Research and Develop 

Center for Roads and Bridge, regarding to the Priority of co-research between 
NILIM and Related Research Centre in INDONESIA 
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Contents of This Meeting; 
 
 

1.  Presentation from Japanese side (NILIM)     (about 20 minutes) 
 
・Mission, Budget, Human-resources, Organization in NILIM 
・Strategic Project Research and Evaluation-system in NILIM  
・International Research Cooperation in NILIM 

   
 
2.  Presentation from Indonesia /Answer to the Questionnaire  
 
  ・Answer referencing to AppendixⅠand/or AppendixⅡ 
・Others 
 
 

3.  Question and Discussion 
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＜Appendix Ⅰ＞ 
 

Questionnaire 
 
Objective of this pre-research for “the meeting”; 

The objective of this study is to collect the information on the research management 
of the related research institutes in INDONESIA , with a view to clarifying the overall 
research direction of the institute, the grand challenge of the research project to which 
the institute as a whole address, and the individual research themes as to how they 
manage, plan, implement them and how they publish the results. This survey is 
consisted of the following: 

1. Organization, staffing, and funding of the research institute 
2. Research management system 
3. Individual research management cases 

(research needs, Plan-Do-See-Check cycle, result…) 
 
1. Organization, staffing, and funding of the research institute 

Ⅰ. Staffing and employment 
- Please describe the procedures for staff employment. 
- Please indicate whether or not there is staff exchange with 

Universities and other research institutes. 
Ⅱ. Management and allocation of research budget and its criteria 

- Please describe the procedures and criteria for allocating 
research budget to each research unit, research theme, or 
researcher. 

- Please explain how the allocated budget is used (proportion of 
labor cost, in-house facility improvement cost, and outsourcing 
cost, etc.). 

Ⅲ. Establishment and dissolution of the research unit (laboratory, team...) 
- Please indicate whether establishment of the research unit 

comes first and then the research follows, or the research 
theme comes first and then establishment (and eventual 
dissolution) of the research unit follows. 

Ⅳ. Performance assessment of researchers 
- Please indicate whether or not performance assessment of 

researchers is implemented.  
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- If implemented, please describe the criteria and weighting 
factor of the assessment.  

 
2. Research management system 

Ⅰ. Determination of the overall research policy 
- Please describe the procedures to determine the overall 

research policy of the institute and whether or not there is any 
involvement of an advisory committee or alike. 

- Please describe the procedures to prepare a strategic plan etc. 
which explains the overall research policy. 

 
 
Ⅱ. Determination of the research themes (i.e. planning method)  

- Please describe the procedures to identify research needs and 
to determine research themes; for instance, whether or not 
researchers opinions and/or requests from superior institutes 
are taken into consideration, or if the public is consulted. 

 
Ⅲ. Methods to evaluate and publicize the research results 

- Please describe the procedures to evaluate the research results. 
- Please describe the procedures to publicize and disseminate the 

research results. 
- Please indicate how much effect is gained by the publication 

and whether or not assessment of such effect is implemented.  
 

3. Individual research management cases 
Ⅰ. Flow of procedures of an actual research project 

- By way of example, please describe an actual research project 
along the course from planning to research reporting. 

 
Reference materials related to above matters would be appreciated. If possible, please 
give a description of the system with its advantages and disadvantages, current issues 
and so on.  
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＜Appendix Ⅱ＞ 
 

Questionnaire 
 
Objective of this sheet for “the meeting”; 

 
The objective of this sheet is to collect the information on the priority for co-research 

needs in the area of roads and related administrations in INDONESIA. 
With a view to clarifying the overall research needs, it should be delivered to try to 

research the possibility of co-research between NILIM and the related Research Centre 
in INDONESIA gov. , for example ,at the opportunity of the 18th Asian Conference for 
Public works research and development which will be held in JAPAN this autumn under 
the cooperation between NILIM and JICA. 

 
Which sort of needs bellows do you have a highest priority in the area of roads and 

related administrations in your country? 
 

Q1.  Please check top-three priorities；  
(1) Actual New Public Management for roads administrations 
(2) New services in the field of toll roads and traffic information 
(3) Cost-reduction methods in roads construction and related procurement 
(4) Global warning challenge in roads and networks 
(5) Roads Planning to improve the town amenity 
(6) Asset management technology for roads 
(7) Flexible technical standards for best roads in each region 
(8) Prevention and mitigation for natural disasters in roads 
(9) Others 

 
Q2.  Why did you select them for the top-three priorities in Q1 ? 
  Reasons; 
  （                                               ） 
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2.2. 研究協力の覚書締結について 

 

RDCRB との覚書の締結は第 18 回アジア所長会議開催時に行なった。本会議には RDCRB 所

長の Agus Bali SAILENDRA 氏が参加して、西川所長とともに覚書に調印を行なった。 

覚書の記者発表資料及びの全文を掲載する。 
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2.2.1. 覚書締結の内容について（記者発表資料） 

国土技術政策総合研究所とインドネシア国公共事業省道路・橋梁研究所の 

研究協力に関する覚書の締結について 

 

国土交通省国土技術政策総合研究所（以下、NILIM という。）は、11 月 10 日から 13 日に

かけて開催した「第 18 回アジア地域国土整備関係研究所長等会議」において、インドネシ

ア国公共事業省道路・橋梁研究所(Research and Development Center for Roads and Bridges, 

Research and Development Agency, Ministry of Public Works, Indonesia)（以下、RDCRB

という。）との研究協力に関する覚書を締結しました。 

 

＜覚書締結の概要＞ 

締結日：平成 21 年 11 月 11 日（水） 

場 所：国土交通省国土技術政策総合研究所 

署名者：国土交通省国土技術政策総合研究所 

所長  西川 和廣 

公共事業省道路・橋梁研究所 

所長  Agus Bari SAILENDRA 

 

＜研究協力の目的＞ 

（１）RDCRB と NILIM の研究協力関係の促進及び保持 

（２）道路の制度システム、建設、維持運営の分野における情報交換の実施及び促進 

 

＜交流活動の実施＞ 

（１）会議、出版物等を通じた技術情報の交換 

（２）RDCRB と NILIM の職員の可能な範囲での研修交流等 

 

＜本覚書の意義と今後の展開について＞ 

近年、アジア各国においては、効率的な物流の確立、都市における道路建設と環境の調

和が必要とされています。また、道路や橋梁の建設及び維持管理に関する新たな取り組み

も進みつつあり、このような諸システムについての最近の状況について国際的に情報交換

を行うことは大変有益なことです。 

そこで RDCRB と NILIM は、「第 18 回アジア地域国土整備関係研究所長等会議」において

これらの課題について幅広く議論を行い、今後の相互利益のために引き続き討議し緊密な

関係を保つことで一致したものです。 

今後は、本覚書の締結に基づき、当所とアジア地域との連携強化や国際的な人的ネット

ワーク形成の観点から、共同で技術セミナーを開催するなど両研究所の継続的な研究情報

の交換や研究者の交流等を積極的に行い、アジア地域の成長を技術面からサポートしてい

く予定です。 

覚書締結式の写真 
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2.2.2. 覚書（サイン入り） 
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2.3. 第１回ワークショップの開催について 

 

第１回共同ワークショップは平成 22 年 3 月 1 日～3 日まで RDCRB 所内（バンドン市内）

において開催された。 
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2.3.1. プログラム 

 

JOINT WORKSHOP (IRE and NILIM&PWRI) AGENDA 
Bandung-Indonesia, February 28 to March 4, 2010 

 
01 March 2010 
09.00 – 12.00 Courtesy Call to DG of  The Agency  for Research and Development and 

DG of Highways. RSVP: Mulya ( +62 818 135 1390) 

16.00 Arrive at Hotel Novotel, Jl. Cihampelas Bandung 

19.00 – 21.00 Dinner with Head of RDCRB (IRE) and selected Staff (Hosted by IRE); 

Location: Sindang Reret Restaurant, Jalan Surapati 35 Bandung;  

RSVP: Hindun Hasanah (+62 817 929 0002) 

 
02 March 2010   Roads and Bridges Workshop 
Opening Ceremony 
08.30 – 09.00 Registration 

09.00 – 09.15 Welcoming Address by DG The Agency for Research and Development 

MPW (DR. Ir. Moch. Amron,MSc) 

09.15 – 09.30 Opening Speech by Vice Ministry of Public Works (DR. Ir.  Hermanto 

Dardak, MSc) 

09.30 – 09.45 Message from DG of NILIM on behalf of Japanese side 

09.45 – 09.50 Souvenier Exchanges between  

-IRE and NILIM  

-IRE and PWRI 

 
Presentation      (General Session) 
09.50 – 10.05 Research Strategy of NILIM and PWRI including International 

Collaboration for Infrastructure Policy and Technology in Asia 

(Mr. Akira TERAKAWA, Executive Director of NILIM) 

10.05 – 10.20 The Direction of Highways and Transportation Research of Indonesia  

(Ir. Agus Bari Sailendra, M. Sc, Director of IRE) 

10.20 – 10.30 Q&A Discussions 

 
10.30 – 10.45      Coffee Break 
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Presentation      (Technical Session) 
Section I Pavement (Room A); 
Moderator: DR. Ir. Sjahdanulirwan, M. Sc-IRE 
10.45 – 11.05 Pavement Strategy in Japan(Mr. Kubo, MSc – PWRI) 

11.05 – 11.25 Indonesian Pavement Research Strategy (DR. Ir. Furqon Affandi, M. 

Sc-IRE) 

11.25 – 11.45 Pavement Condition on Post Disaster (Ir. Nyoman Suaryana, M. Sc-IRE) 

11.45 – 12.05 Utilisation of Buton Natural Asphalt, Problem and Solution (Ir. Nono 

Sunaryono, M. EngSc / Ir. Kurniadjie, M.Sc-IRE) 

 
Section II Disaster and Bridges (Room E); 
Moderator: DR. Ir. Maulidya I Junica, M. Sc-IRE 
Presentation  
10.45 – 11.05 Prioritization of Bridge – Works in Network  

(Mr. Nakao,MSc – NILIM) 

11.05 – 11.25 Seismic Design and Seismic Retrofit for Highway Bridges in Japan  

(Dr. Zhang -PWRI) 

11.25 – 11.45 Report on Bridges Infrastructure Investigation on Post Disaster  

(Nandang Syamsudin-IRE) 

11.45 – 12.05 The Need and Development for Bridges Srengthening Technology in 

Indonesia (Redrik Irawan-IRE) 

 
Section III Traffic and Technology (Room C); 
Moderator: 
Presentation 

DR. Ir. Hikmat Iskandar, M. Sc 

10.45 – 11.05 Local ITS Strategy (Mr. Hamada, M. Sc – NILIM) 

11.05 – 11.25 Maintenance System of Toll-roads including against Overload (Dr. Konishi) 

11.25 – 11.45 Strategy on ITS Development in Indonesia (Ir. Pantja Dharma Oetojo, M. 

Appl. Sc-IRE) 

11.45 – 12.05 The Policy and Evaluation of Electronic Toll Collection System Application 

in Indonesia (DR. Ir. Rudy Hermawan Karsaman, M. Sc-Indonesia Tollroad 

Authority; ITA) 

 
12.05 – 13.00      Lunch Break  
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Discussion 
13.00 – 15.30 Section I/Pavement ( Room A ) 
 Section II/Bridges ( Room E ) 
 Section III/Traffic ( Room C ) 
 
15.30 – 15.45       Coffee Break 
 
Plenary 
15.45 – 16.00 Conclusion and Recommendation ( Room A ) 
 
 
Moderator Ir. IGW Samsi Gunarta, M.Appl. Sc, Head of Division / Program 

and Cooperation-IRE 
 Mr. Hiroaki Teramoto, M Sc, Divisional Director / International 

Affairs and Promotion-NILIM 
16.00 – 16.15 Closing by Ir. Agus bari Silendra, Director of RDCRB (IRE). 
 
19.00 – Dinner hosted by NILIM/PWRI at the Valley Restaurant, Jalan 

Pakar Timur no 28, Dago-pakar, attended by NILIM-PWRI 
delegations, VIP of ARD, IRE/ITA presents, moderators, and 
contact person for Research Collaboration (estimated 17 people) 

 
03 March 2010   Wrap Up Meeting and Program Development 
09.00 – 11.00 Meeting on Joint Research Program Development; the program 

will be compiled on the basis of workshops recommendation 
(Pavement/Bridge/Traffic&Technology) 
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(Members of Japan side) 
 
Mr.Terakawa,MSc 
(Execuctive Director for research affairs, No2 of Civil Engineering of NILIM) 
 
Mr.Teramoto,MSc 
(Divisional Director of International Affairs and Promotion,NILIM) 
 
Mr.Matsushita 
(Researcher of Evaluation Division,NILIM) 
 
Mr.Hamada,MSc 
(Research Coodinater of Advanced Information Technology,NILIM) 
 
Mr.Nakao,MSc 
(Seneir Researcher of Earthquake prevention Divission,NILIM) 
 
Dr.Zhang 
(Rsearcher of Bridge and Structure Technology Research Group,PWRI) 
 
Mr.Kubo,MSc 
(Leader of Pavement Team,PWRI) 
 
Dr.Konishi 
(Head of Technology and Development for Steel Strucure,Technology Center of 
Metropolitan Expressway) 
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2.3.2. 所長の挨拶文 

開催当日、寺川研究総務官が代読を行なった。 
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2.3.3. 記者発表資料 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 ２ ２ 年 ２ 月 ２ ５ 日 

国土交通省国土技術政策総合研究所 

独 立 行 政 法 人 土 木 研 究 所

 

インドネシア公共事業省道路橋梁研究所との共同ワークショップ開催について 

 

国土技術政策総合研究所及び土木研究所は、平成 22 年 3 月 1 日から 3 月 3 日までの 3

日間の日程で、インドネシア公共事業省道路橋梁研究所と道路及び橋梁に関する共同ワーク

ショップを開催することとなりましたので、お知らせします。 

 

≪開催の経緯と概要≫ 

 

国土技術政策総合研究所は、昨年１１月につくばで開催した「アジア地域国土整備関係研

究所長等会議」において、インドネシア公共事業省道路橋梁研究所との間で道路や橋梁の建

設及び維持管理の新たな取組等に関する研究協力の覚書を締結しました。 

この度、この覚書に基づく活動の一環として、国土技術政策総合研究所及び土木研究所で

は、インドネシア公共事業省道路橋梁研究所と下記のとおり共同ワークショップを開催するこ

ととなりました。この共同ワークショップでは、舗装関係・橋梁関係・道路交通関係のセッション

に分かれて，それぞれの研究所からの研究発表と討議等を行います。 

 

記 

 
1． 開 催 日：  平成 22 年 3 月 1 日（月）～3 日（水） 

2． 場 所：  インドネシア国バンドン市 

3． 内 容：  セッションⅠ 舗装関係（日本とインドネシア両国の舗装戦略等） 

セッションⅡ 橋梁関係（耐震基準と補強、保全戦略その他の対応策） 

            セッションⅢ 道路交通関係（地方におけるＩＴＳ等） 

 

資料配付の場所 

１．国土交通記者会 

２．国土交通省建設専門紙記者会 

３．国土交通省交通運輸記者会 

４．筑波研究学園都市記者会 

平成２２年２月２５日 同時配付 
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平 成 ２ ２ 年 ３ 月 ５ 日

国土交通省国土技術政策総合研究所

独 立 行 政 法 人 土 木 研 究 所

インドネシア公共事業省道路橋梁研究所との共同ワークショップの結果概要について 

 

このたび、国土技術政策総合研究所及び土木研究所がインドネシア公共事業省道路橋梁

研究所と開催した共同ワークショップ（平成２２年３月１日から３月３日までインドネシア国バン

ドン市内の道路橋梁研究所で開催）の結果概要について、お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本共同ワークショップでは、インドネシア公共事業省Hermanto Dardak副大臣をはじめインド

ネシア政府関係者及びバンドン大学関係者を含む約２００人の研究者の方々が参加されまし

た。共同ワークショップの結果概要につきましては、次のとおりです。 

 

セッション１（舗装関係） 

日本の舗装の保全戦略、インドネシア現地材料によるＢＵＴＯＮ舗装等について発表、討議

が行われ、今後、ＢＵＴＯＮ舗装の改良と活用等について研究所間での情報交換と協力を進

めることを確認しました。 

 

セッション２（橋梁関係） 

わが国の耐震技術体系、インドネシアの地震後の橋梁被災状況等について発表、討議が

行われ、地震後のリスク管理や耐震設計・補強等に両国とも関心が高く本分野での情報交換

等を進めることを確認しました。 

 

セッション３（道路交通関係） 

わが国の地域 ITS 戦略や構造物の劣化データの取得の役割、インドネシアにおける有料道

路政策等について発表、討議が行われ、交通の管理と監視の技術分野に関する情報交換等

を進めることを確認しました。 

 

※ BUTON 舗装 … インドネシアで産出される廉価な天然アスファルト材料 

資料配付の場所 

１．国土交通記者会 

２．国土交通省建設専門紙記者会 

３．国土交通省交通運輸記者会 

４．筑波研究学園都市記者会 

平成２２年３月５日 同時配付 
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公共事業省のホームページに、共同ワークショップ開催の記事が掲載された。 
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2.3.4. 海外出張調書 

海外出張調書 

 

出 張 者：研究総務官  寺川 陽 

企画部国際研究推進室 室長  寺元博昭 

企画部国際研究推進室 研究員  松下智祥 

高度情報化研究センター 情報研究官  濱田俊一 

危機管理技術研究センター地震防災研究室  主任研究官 中尾吉宏 

 

出 張 件 名：国際研究連携推進のための専門家会合 

(昨年締結した RDCRB との研究協力覚書に基づく共同セミナー開催の主催・

出席) 

 

出 張 先：インドネシア国 ジャカルタ市、バンドン市、ジョグジャカルタ市 

 

出 張 期 間： 

平成 22 年 2 月 28 日～平成 22 年 3 月 4日 （5日間）（寺川、中尾） 

平成 22 年 2 月 28 日～平成 22 年 3 月 5日 （6日間）（寺元、松下、濱田） 

 

出張の目的： 

インドネシア国の公共事業省研究総局 Agency for Research and Development, Ministry 

of Public Works、同道路総局 Directorate of Highways, MPW、同道路橋梁研究所(RDCRB)R&D 

Center for Road and Bridges, ARD, MPW の研究担当幹部及び実務担当専門家と、両国にお

ける国土整備関係の共同研究テーマの発掘や研究支援、特に舗装、ITS、耐震関係の研究分

野の現状と課題、並びに今後の方向性について、両国の研究成果を発表し討論を行うため

開催する別紙の共同ワークショップ会合「Joint-Workshop In Bandung（RDCRB/NILIM/PWRI

共催）」に出席するものである。 

また、第１７回アジア地域国土整備関係研究所長等会議（以下、アジア所長会議という。）

及び昨年の国際研究推進のための専門家会合（H21.5）、並びに第１８回同会議開催を契機

として「昨年 11 月に当研究所 NILIM とインドネシアの研究所 RDCRB とが締結した研究協力

の覚書」を実行する具体的な共同事業として取り組むものであり、また本年 10 月～11 月に

開催を計画されている「アジア太平洋道路関係共同セミナー(仮称 Next-Plan)」のプレ開催

と必要な調整を意図するものである。 

 

出張内容及び成果： 

わが国からは、国総研が取り組むプロジェクト研究の概要（予算や研究評価の枠組み等）

や道路関係の研究の具体について発表を行なった。インドネシア国からは、研究の重点事

項や課題、わが国への技術支援ニーズ等について発表いただいた。ワークショップは、別
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紙のとおり、全体会議とテーマ毎のセッションに分けて実施し、関連研究分野における連

携のあり方とアジア・太平洋地域における両国の連携の下でのイニシアティブ発揮につい

ての意見交換を公共事業省の幹部等と行ない、また国土整備と環境との調和等に関する視

察を合わせて行なった。 

本出張の成果としては、科学技術基本計画及び国土交通省技術基本計画においても「ア

ジアとの研究協力の強化」が必要とされていることから、国総研において、アジア地域国

土整備関係研究所長等会議を開催するなど、国際的な技術協力の推進のための土台になる

ものと考える。なお、本会合において上記の情報交換や方策等の討議行うことは、今後の

研究活動におけるアジアの連携強化に資するものであると考える。 

 

以下に、本出張の詳細について述べる。 

＜3月 1日（月）＞ 

○インドネシア共和国公共事業省(The Agency for Research and Development and, Ministry 

of Public Works)表敬訪問 

・対応相手：公共事業省研究開発総局長 DR.Ir. Moch. Amron 氏 

RDCRB 所長 DR.Ir. Agus Bali Sailendra 氏 

RDCRB 研究員５名 

 

訪問先では、研究開発総局長 DR.Ir. Moch. Amron 氏を交えて、３研究機関の共同ワー

クショップ開催への経緯や目的等、今後の研究協力について再確認を行なった。また、

研究開発総局長からは昨年の JICA を通じて DR.Ir. Agus Bali Sailendra 氏がアジア所

長会議に参加し、国総研及び土研の研究内容及び現地視察が行なえたことに対して御礼

の言葉をいただいた。 

今後の両国の関係についても話し合い、研究開発総局長も今回のワークショップをき

っかけに、より RDCRB が国総研及び土研と親密な関係になることを望まれていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 写真-2 
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※ 写真-1：公共事業省入口 

※ 写真-2：表敬訪問時の様子 

※ 写真-3：記念品贈呈（左:寺川研究総務官、右: Mr. Moch Amron 研究開発総局長） 

※ 写真-4：日本側訪問団集合写真（公共事業省前にて） 

 

＜3 月 2日（火）＞ 

○日本・インドネシア共同ワークショップ開催 

【RDCRB 内(Jalan Raya Timur(AH Nasution 264)Ujungberung-Bandung)にて】 

(1)Registration 

開会式直前に、公共事業省副大臣 DR.Ir.Hermanto Dardak 氏と面会を行なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 写真-5：Registration 風景（中央：DR.Ir.Hermanto Dardak 公共事業省副大臣） 

※ 写真-6：Registration 風景 

写真-3 写真-4 

写真-5 写真-6 

118



(2)開会式 

・DR.Ir.Hermanto Dardak 公共事業省副大臣、DR.Ir.Moch. Amron 研究開発総局長、寺川研

究総務官より開会の挨拶を述べた。 

・国総研及び土研から RDCRB への記念品を贈呈した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-7 

写真-8 

写真-9 写真-10 
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※ 写真-7：開会の挨拶（インドネシア）、西川所長のメッセージ紹介（日本） 

※ 写真-8：ワークショップ会場の風景（左：受付、右：会場、おおよそ 200 名の参加

者） 

※ 写真-9：DR.Ir. Agus Bali Sailendra 所長に記念品を贈呈する寺川総務官 

※ 写真-10：地元のテレビ取材を受ける寺川総務官と DR.Ir.Hermanto Dardak 公共事

業省副大臣 

※ 写真-11：共同ワークショップ集合写真 

 

(3)General Session 

まず初めに、日本側は寺川研究総務官より、国総研と土研についての説明を行なった（研

究所の組織体制や現在のプロジェクト研究、研究協力の体制について）。また、インドネシ

ア側からは RDCRB の Mr. I GW SAMSI GUNARTA 氏より、RDCRB の組織、現在の研究内容及び

インドネシア国内の道路整備状況についての説明を受けた。 

両研究機関の説明を受けて、互いの研究組織体制や両国の研究内容を把握できたことは、

今後の研究協力体制の強化につなげるために重要なことであり、Minutes の取りまとめに反

映させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 写真-12：General Session（左：寺川研究総務官、右：Mr. I GW SAMSI GUNARTA 氏） 

 

写真-11 

写真-12 
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(4)Technical Session 

Technical Session は 3 分野に分かれて行なわれた。SessionⅠでは舗装関係を、Session

Ⅱでは橋梁関係（耐震を含む）を、SessionⅢでは道路・交通関係（ITS を含む）にそれぞ

れ分かれ発表と討議を行なった（表-1）。 

 

表-1 各セッションの内容 

No. Session 内容 

Ⅰ 舗装関係 
日本の舗装の保全戦略、インドネシア現地材料によるＢＵＴＯＮ舗装等につい

て発表、討議が行われ、今後、ＢＵＴＯＮ舗装の改良と活用等について研究所

間での情報交換と協力を進める。 

Ⅱ 橋梁関係 
わが国の耐震技術体系、インドネシアの地震後の橋梁被災状況等について発表、

討議が行われ、地震後のリスク管理や耐震設計・補強等に両国とも関心が高く

本分野での情報交換等を進める。 

Ⅲ 道路交通関係

わが国の地域 ITS 戦略や構造物の劣化データの取得の役割、インドネシアにお

ける有料道路政策等について発表、討議が行われ、交通の管理と監視の技術分

野に関する情報交換等を進める。 

  

【SessionⅠ】 

SessionⅠでは、土研の久保舗装チーム上席研究員が発

表を行なった。久保上席は、「日本における舗装技術につ

いて」と題し、現況の舗装整備率や管理手法のあり方及び

維持管理に関する技術を中心に発表を行なった。RDCRB か

らは３名の発表が行なわれた（写真-13）。 

本セッションを通じて、インドネシア側は以下の点につ

いて問題点や関心を抱いていた。 

①舗装メンテナンス技術に対する関心が高い 

②Buton Natural Asphalt の有効利用のあり方 

③効率的な舗装整備の研究 

※ 写真-13：SessionⅠ（発表中の久保上席） 

 

【SessionⅡ】 

SessionⅡでは、中尾地震防災研究室主任研究官と土研

の張橋梁構造研究グループ研究員が発表を行なった。中尾

主研は、地震災害に伴う評価法や耐震補強プロジェクトの

概要等の説明を行ない、インドネシア側がかかえる問題点

等を話し合うきっかけを作り、盛んな議論が行なわれた。

張研究員からは、現行の耐震設計基準の設計地震動や耐震

性能の設計における考え方、橋脚の耐震補強工法及び落橋

写真-13 
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防止システムについて説明した。 

本セッションを通じて、インドネシア側は以下の点につ

いて問題点や関心を抱いていた。 

①橋梁の耐震設計基準改定に関する問題 

②橋梁被害の原因についての問題 

③長大橋に対する関心が高い 

 

 

 

※ 写真-14：SessionⅡ（発表中の中尾主研(上段)と張任期付研究員(下段)） 

 

【SessionⅢ】 

SessionⅢでは、濱田高度情報化研究センター情報研究官

と（財）首都高速道路技術センターの小西氏が発表を行な

った。濱田情報研究官は、現在の日本の ITS 技術の紹介及

び高知県における実証実験の概要についての発表を行ない、

RDCRB研究者から大きな関心を集めた。また小西氏からは、

道路橋のメンテナンス手法の紹介や損傷（クラック・変位・

振動等）におけるモニタリング技術の説明、取得データの

解析手法についての説明を行なった。ITS技術においては、

RDCRB 研究者内でも関心は高く、現在のインドネシア国内

の道路状況を踏まえても重要視されている研究分野である

と感じた。 

本セッションを通じて、インドネシア側は以下の点につ

いて問題点や関心を抱いていた。 

①ローカル ITS の導入に対して関心が高い 

②交通安全及び過密交通の解消策について 

※ 写真 15：SessionⅢ（発表中の濱田情報研究官(上

段)と小西氏(下段)） 

 

(5)Discussion 

各セッション終了後、司会進行役からセッション発表内容及び議事内容を報告し合い、

共同ワークセッションは無事に終了した。今回、セッションを３つもうけたことで、先方

との研究官同士のパイプがより太いものとなった。この会議の成果を日本側から「３本の

矢」の話（１本だと簡単におれるが３本になると丈夫になるとの、毛利元就の言葉）を結

びで紹介したところ、インドネシアにも糸をいっぱい集めれば大きな木になるとの話があ

るとの紹介があり、文化的な近しさも感じられ、会議は成功裏に終了した。 

 

 

写真-14 

写真-15 
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※ 写真-16：Discussion の司会進行役を務める寺元室長 

※ 写真-17：セッションの報告を行なう久保上席研究員 

※ 写真-18：ワークショップ終了後、日本側訪問団全員に記念品を贈るアグス所長 

 

＜3 月 3日（水）＞ 

○Meeting in Joint Research Program Development 

３日は、昨日の共同ワークショップの全体の取りまとめ作業、今後の研究連携に関する

協議及び次回の共同セミナー開催における事項についての討議を行なった。事前にＭＩＮ

ＵＴＥＳ（議事録）について調整していたが、実際、まとめるとなると細部に渡り双方か

ら意見が出て大変であったが、何とかまとめ上げることができ、参加者のサインを行った。

言いっぱなしになりがちな国際会議もあるが、今回、覚書をさらに具体化する MINUTES を

整理できたので、次回以降、さらに具体の研究や支援テーマの特定、現地での状況の確認

等に進んでいくことが可能となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 写真 19：討議風景 

 

そ の 他： 

○今後の展開について 

今後の展開としては、今回の共同ワークショップの内容を十二分に踏まえ、次回の共同

ワークショップ開催に向けての調整を行なう予定である。 

 

写真-16 写真-17 写真-18 

写真-19 
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2.3.5. Minutes of Session（サイン入り） 
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2.3.6. 当日の配布資料一式 
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2.4. 調査報告 

 

国総研は共同ワークショップ開催時に、研究ニーズの具体的な内容について把握のため

にアンケート調査を行ない、とりまとめを行なったので報告する。 
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調査報告 目次 

 

 

1．アンケートの作成 ....................................................................315 

1-1. インドネシアの研究ニーズを把握する質問の作成  

1-2. アンケートの内容  

 

2．アンケートの集計 ....................................................................318 

2-1. アンケートの集計結果  

2-2. アンケート結果の分析  

  

3．ＷＳのとりまとめ ....................................................................322 

3-1. 専門セッション1（舗装と道路）  

3-2. 専門セッション2（災害と橋梁）  

3-3. 専門セッション3（交通と技術）  

 

4．インドネシアの状況 ..................................................................326 

 

5．研究ニーズ ..........................................................................328 

5-1. 研究ニーズのとりまとめ  

5-2. 研究ニーズ  

 

6．まとめ ..............................................................................331 

 

概要 ..................................................................................332 

 

参考資料 ..............................................................................334 
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１．アンケートの作成 

 
１－１．インドネシアの研究ニーズを把握する質問の作成 
インドネシアの関係機関における舗装、橋梁、ITS 等、関連分野の研究ニーズを把握するための調査

方法として、3 月に開催した「INDONESIA /JAPAN-JOINTWORKSHOP in BANDUNG Held by RDCRB and 

NILIM/PWRI」においてアンケート調査を実施することとした。 
 アンケートは、次回の開催テーマに関して、現在関心を持っているテーマを選定していただく形式と

するともに、その中で特に重要と考えている２題について、その具体的な内容を求めることとした。 
 アンケートの作成にあたっては、舗装、橋梁、ITS に関する項目をいれることはもちろんであるが、

ＷＳが幅広の内容を対象としているため、それらを踏まえて質問には計画段階から、維持管理まで幅広

く 12の項目を設定することとした。 
作成したアンケートを次節に示す。 

  
 

315



 

１－２．アンケートの内容 
 アンケートの質問部分について、実際に用いた英文を表－１に、参考として和文を表－２に示す。 
 

表－１ WSに用いたアンケート（英文） 

 
○ What sort of theme and issue would you like to cover in the next JOINT-WORKSHOPs ? 

When you hit upon some ideas, please check on the blanks( レ )  shown below. And, could 
you write down specific contents as much as possible. 
 
□Planning of Act and Regulation □Investment and Prioritization including Evaluation 
□Construction Technology for Road and Bridge (including earthquake resistant construction 
technology). 
□Maintenance and related issues □ITS (Intelligent Transport Systems) technology. 
□Execution and maintenance of the pavement（including high-performance pavement） 
□Capacity Building including Civil Engineering Judgment □Procurement Systems 
□Disaster Management □Safety in Road □Environment issues including Climate Change 
□Relevance between Economy and Road Projects □Others 
 
You can select upper-mentioned items as much as possible. Detailed description on your 
selected items one by one in the blank below will be highly appreciated. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【Example】 
Selected Topic: Disaster Management 
Content : Due to the lack of information communication system between road users & road 
administration bodies especially in the mountain areas, in the east JAWA area, normally, it 
takes 3 days for initiation of road recovery works at site. It leads to great loss for regional 
economy and social activities etc. 

Selected Topic: 
Content :  

Selected Topic: 
Content : 
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表－２ WSに用いたアンケート（和文：参考） 

 
○次回のワークショップでどのようなテーマを扱ってもらいたいと思いますか？ご意見がある

場合は、下記の□にチェックを入れて頂くとともにできるだけ具体的にご意見の内容を記載し

てください。 
 
□実施計画と規制 □評価を含む、投資と優先順位 
□道路と橋（耐震補強技術を含む）の建設技術 
□維持補修と関連した問題 □ITS（高度道路交通システム）技術 
□舗装の施工と維持補修（高機能舗装を含む） 
□土木技術における判断を含む能力開発 □調達システム 
□災害のマネージメント □道路の安全性 □気候変動を含む環境問題 
□経済と道路プロジェクトとの関連 □その他 
 
上記の項目は複数選択可能です。選択項目については、個々について下欄に具体的に記載いただけ

ますと幸いです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【例】 
選択項目: 災害管理 
内  容: 東部ジャワ地域の山間部で道路災害が発生した際に、道路管理者と道路利用者間のコ
ミュニケーションシステムが整備されていないため、通常の場合、復旧工事着手まで３日を要し、
地域の社会・経済活動に多大な損失を与えている、など。 

選択項目: 
内  容:  
 

選択項目: 
内  容:  
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２．アンケートの集計 
 アンケートは、ワークショップの参加者全員に配布し、19 人より回答をいただいた。アンケートの回

答結果を整理し、以下に示す。整理は、作成した質問も含めて、全ての設問とした。なお、回答のうち、

4 人はインドネシア語での回答であった。 
 回答原文は、参考資料として巻末に示す。また、各意見の丸付き数字は回答原文の番号を示している。 
 
２－１．アンケートの集計結果 
（１）ワークショップの評価 

表－３ ワークショップの評価の整理 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（２）最も興味深かったこと 
 １）特定の発表あるいはセッションを回答したもの 

・専門セッション 1(舗装と道路)の”Pavement Maintenance Strategy in Japan” と回答 1 名 
・専門セッション 2(災害と橋梁)の”The Need and Development for Bridges Strengthening 

Technology in Indonesia” と回答 1 名 
・専門セッション 3(交通と技術) と回答 2 名 
・専門セッション 3(交通と技術)の ITS と回答 1 名 
・専門セッション 3(交通と技術)の”Local ITS Strategy” と回答 3名 
・専門セッション 3(交通と技術)の”Role of structure condition data acquisition on bridge 

maintenance activities” と回答 2 名 
・専門セッション 3(交通と技術)の” Strategy on ITS Development in Indonesia” と回答 1名 

 
２）自由に回答いただいたもの 
①日本にはMCI（メインテナンス管理指数）というメンテナンス管理目標値がありますが、我々は、

その日本の指標を得ることが可能ですか。どのような方法で、例えばインターネットでダウンロ

ードできるのですか。 
②インドネシアにおける橋梁の構造の健全性、交通スマートシステムに関するモニタリングシステ

ムついて（ただし、実地についてはどうか？） 
④今回のワークショップはとても良かったです。しかし、国総研は多くのアスペクトを網羅するた

め、総合的に行う方がよいと考えます。各研究開発センターがこのようなワークショップに参加

できる機会を与えられたらさらに良かったと考えます。 
⑦基本的な ITS：・狭隘道路での運転サポートシステム 

5
(Excellent)

4 3 2
1

(Not Good)
合計

(1)全体セッション 4 10 3 0 0 17

(2)-1 専門セッション1
　　　　(舗装と道路)

2 3 1 0 0 6

(2)-2 専門セッション2
　　　　(災害と橋梁)

2 2 1 0 0 5

(2)-3 専門セッション3
　　　　(交通と技術)

2 9 0 0 0 11

(3) 専門セッションの討議 5 7 3 0 0 15
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               ・“バリアが無い停止地点”での安全サポートシステム 
⑬ITS は車両の動きと道路状況に充分な注意を払うべき  
⑮技術は進歩しているが、弱点と欠点も絶えずついて回るものである。人的資源はどうか？技術が

発展するにつれ雇用が失われる。最も大事なことは、運転者の運転態度である。 
⑲2003 年の地震時に確認された脱座席防御のために効果を発揮する多目的安全システム 

 
（３）次回のワークショップのテーマ 

表－４ 次回のワークショップのテーマの整理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  注：「項目３の回答者数」は項目３で１項目以上選択した方をカウントした。 
    参加者には複数の専門セッション(TS)に参加した方やTS に参加しなかった方いるため、TS の

合計と全体の数は一致しない場合がある。 
 
 各項目に対する具体的な内容等のコメント 
 ａ）実施計画と規制 
 ⑬道路状態は運転時の安全性を決める要因となるので道路は充分に整備されるべきである。 

 
ｂ）評価を含む、投資と優先順位 

①質の高いプロジェクトにおける成果要因からみて、いろいろな異なる地域でのプロジェクトに

関する研究 
 
ｃ）道路と橋（耐震補強技術を含む）の建設技術。 

⑲長大橋の設計及び建設技術、地震の断層の影響への抵抗(スンダ海峡)、耐風安定性の試験方法。 
 
ｄ）維持補修と関連した問題 

①補修の寿命、過負荷、使用される補修資材に関する研究 
⑲地震などの災害後の道路、橋梁ネットワークを迅速かつ効率的にリハビリするための復旧プロ

グラム 
 

全体 TSⅠ TSⅡ TSⅢ
アンケート回答者数 19 6 5 11
項目3の回答者数 12 3 3 7

・実施計画と規制 4 1 0 3
・評価を含む、投資と優先順位 2 1 0 1
・道路と橋（耐震補強技術を含む）の建設技術 5 2 2 0
・維持補修と関連した問題 3 1 2 0
・ITS（高度道路交通システム）技術 7 3 1 4
・舗装の施工と維持補修（高機能舗装を含む） 1 1 0 0
・土木技術における判断を含む能力開発 3 1 2 0
・プロキュアメントシステム 1 0 0 1
・災害のマネージメント 2 1 1 0
・道路の安全性 7 1 0 5
・気候変動を含む環境問題 4 1 0 3
・経済と道路プロジェクトとの関連 3 1 0 2
・その他 1 0 0 1 ・都市部の道路

項目
人数

備考
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ｅ）ITS（高度道路交通システム）技術 
②国や県レベルの道路の交通システムのプログラム計画手法について. 
④道路開発者によってもたらされる交通渋滞や将来における課題。解決のためには技術を伴う新

たなアプローチを必要とするが、一方で利用者側の（課題解決ヘ向けた）アプローチも必要。 
⑧インドネシアに独特な状況に対して適切なITSを知るために良いワークショップの機会だった。 
⑮幾つかの箇所での交通混雑による問題を解決するために人的資源と共に進んだITSシステムの

導入が必要である。交通混雑は多くの問題を引き起こす原因となっている。現場での活動に着

手するよりもシステム確立を優先すべきである。良いシステム構築には時間を要すると思うが。 
 
ｆ）舗装の施工と維持補修（高機能舗装を含む） 
  コメント無し 
 
ｇ）土木技術における判断を含む能力開発 

コメント無し 
 
ｈ）調達システム 

コメント無し 
 
ｉ）プロキュアメントシステム 

コメント無し 
 

ｊ）災害のマネージメント 
コメント無し 

 
ｋ）道路の安全性 

⑨道路標識と利用者の間の管理システムの欠如(バイクを含むあらゆる種類の車両について) 
⑪幅が狭い道における通行者の発見。 
⑪夜に道を渡る通行者の発見。 
⑭インドネシアの道路における事故の最小化。 
⑮依然として無駄に命を落とす人々が大勢いる。この問題は早急に解決されるべきである。 

 
ｌ）気候変動を含む環境問題 

⑧道路事業における環境問題を支援するためにどのような努力を払うべきか？このワークショッ

プではエコな道（Green road）や排水システムなどの環境関連事項に対処するための詳細につ

いて知見を与えてくれるであろう。 
⑭環境面に基づいた交通手段の構築。 
 

ｍ）経済と道路プロジェクトとの関連 
コメント無し 
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ｎ）その他 
②道路利用者へ良いサービスを提供するための官側の課題（規則、道路の運営や道路利用者)如何

に管理を行うか？ 
 

２－２．アンケート結果の分析 
ここでは、２－１で集計したアンケート結果のうち、本業務に関係する、「次のワークショップのテー

マ」についてアンケート結果から分析する。 
「次のワークショップのテーマ」については、回答のあった 19 人の中で、12 人が項目を選択し、そ

の他を含んだ 13 項目に 43 の選択が行われた。その中で、最も多くの人から選択されたのが「ITS（高

度道路交通システム）技術」と「道路の安全性」であり、項目選択をした 12 人のうち、半数以上の 7
人により選択された。なお、既に検討テーマと決定している３件の選定数と順位は以下のとおりである。 
・舗装「舗装の施工と維持補修（高機能舗装を含む）」 1 人（11 位／12 件） 

 ・橋梁「道路と橋（耐震補強技術を含む）の建設技術」 5 人（3位／12 件） 
 ・ITS「ITS（高度道路交通システム）技術」     7 人（1 位／12 件） 
  注：順位付けには「その他」は含んでいない。 
 また、上記を表－４に示すセッションごとの参加者に分けて整理すると、特徴的な点は以下のとおり

である。 
 ・選択数１位の「ITS 技術」は「舗装と道路」のセッション参加者全員が選択しており、「交通と技術」

のセッション参加者からの選択も多い。一方、「災害と橋梁」のセッション参加者は選択していない。 
 ・同様に選択数１位の「道路の安全性」は、主に「交通と技術」のセッション参加者が選択している。 
 
今回のアンケートは回収数が少なく、一部から全体を類推するのは困難であるが、１つの見方として、 
・各セッションの重みは同程度である。 
・一部の回答者は、セッション参加者の総意を代表している。 

という前提条件だと仮定すると、表－４に示す各項目の評価は表－５のようになり、上位 3 項目は以下

のようになる。 
1 位：ITS（高度道路交通システム）技術     63% 
2 位：道路と橋（耐震補強技術を含む）の建設技術 44％ 

 3 位：道路の安全性               35% 
 

表－５ 次回のワークショップのテーマの整理（その２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 TSⅠ TSⅡ TSⅢ 平均
・実施計画と規制 33% 0% 43% 25%
・評価を含む、投資と優先順位 33% 0% 14% 16%
・道路と橋（耐震補強技術を含む）の建設技術 67% 67% 0% 44%
・維持補修と関連した問題 33% 67% 0% 33%
・ITS（高度道路交通システム）技術 100% 33% 57% 63%
・舗装の施工と維持補修（高機能舗装を含む） 33% 0% 0% 11%
・土木技術における判断を含む能力開発 33% 67% 0% 33%
・プロキュアメントシステム 0% 0% 14% 5%
・災害のマネージメント 33% 33% 0% 22%
・道路の安全性 33% 0% 71% 35%
・気候変動を含む環境問題 33% 0% 43% 25%
・経済と道路プロジェクトとの関連 33% 0% 29% 21%

321



 

 
 なお、主要な項目に対する意見の中には、具体的な研究ニーズもいくつか含まれているため、それら

については、研究ニーズに取りまとめる。また、別の設問である「最も興味深かったこと」からもニー

ズと考えられるものは、幅広に取り上げ、研究ニーズとして記載するようにする。 
 
 
３．ＷＳのとりまとめ 
 ワークショップでは、表－３に示す３つの技術セッションで、各セッションのとりまとめが行われた。

このとりまとめにも、インドネシアのニーズが含まれるため、研究ニーズの参考になると考えられる部

分については和訳を以下に示す。 
 
３－１．専門セッション 1（舗装と道路） 
（１）討論、検討の結果 

① 日本とインドネシアの間では、アスファルトの性状および施工の方法について、特に品質管理

の点で大きな違いがあることが確認されている。また、「Asbuton(ブトン天然アスファルト)」
のようなインドネシア固有の技術は日本では高価であると考えられており、日本では橋梁の防

水工事に使われる程度である。日本は洗練されたインドネシアの技術に期待する。 
日本は多孔質アスファルト舗装や舗装道路のモニターシステムのような新鋭技術に優位性を持

っており、こういった技術をインドネシアで利用することで、効率的な舗装道路の管理を行う

ことが可能となる。 
② インドネシア同様、日本も種々のタイプのアスファルトミックスを開発している。 
③ 舗装道路の修理を行う際、日本は「ひび割れ率」と「わだち割れ深さ」を重要な指標として使

っているが、これはもともと AASHTO(American Association of State Highway and 
Transportation Officials) (PSI)から来たものである。 

④ 日本では多孔質アスファルトは主として高速道路で使用され、排水を良くし、水しぶきや水は

ねを減少させ、安全を確保するために使用されている。また、多孔質のアスファルト表面に目

詰まりが出来るのを防止するため、最先端の技術が開発されている。 
⑤ 日本では、道路の状況を示すデータを採集するため、毎日 50～100km の区間に渡って目視で

パトロールを行っている。また、3 年毎に道路表面測定装置を用いた測定を行う。 
⑥ Asbuton（ブトン天然アスファルト）の評価をする際、初期の建設コストのみならず、ライフ

サイクルコストをも加味して評価する必要がある。Asbuton が高価な理由は、輸送費がかかる

ことに加えて、採掘した原鉱からアスファルト留分を抽出する手間がかかることによる。

Asbuton（ブトン天然アスファルト）の件に関して日本側としては、関連する業界の協力を得

てインドネシア側を援助する用意がある。 
⑦ 日本はトリニダードにあるピッチレイク（アスファルト沼）で取れる天然アスファルトを使用

しているが、これは道路舗装用ではなく橋梁の鋼製デッキ部の防水用であり、これにより水の

浸入による腐食から鋼製デッキ部を守っている。 
⑧ 降雨で浸水する道路については、インドネシアでは単にかさ上げをするか剛性の高い舗装にす

るだけである。日本では常に洪水状態になるような道路はないので、この問題に関する助言は

限られたものとなる。日本は現在、道路の表面からすぐに滲みこむ透水性のある舗装を開発中

322



 

である。また日本の経験によれば剛性の高い舗装は推薦できない。その理由は柔軟性のある舗

装に比べるとメンテナンスが非常に複雑になるからである。 
⑨ 日本ではアスファルトによる安定処理路盤はセメント処理路盤よりも広く一般的に使われてい

る。その理由は、セメント安定化処理路盤（CTB）は剛性が高いためメンテナンスが難しいこ

とによる。 
⑩ 道路表面測定装置を使うと、カメラと画像アナライザーを用いて、「ひび割れ率」（クラック面

積と全面積との比）が自動的に測定できる。 
⑪ 舗装に関する問題は、討議をおこなうこともさることながら、現場を見て解決することも必要

である。このため日本側の専門家はさらにインドネシアに行って協議を行いたい。 
⑫ インドネシアには約 52％の未舗装道路がある。今後建設予定の簡易舗装とLow Volume Road

についての計画はRDCRBが作成している。それによると2010年は未舗装道路に焦点を当て、

翌年以降は簡易舗装とLow Volume Road に焦点を当てることになっている。日本は簡易舗装

の開発も行っている。このため今後簡易舗装と低交通量道路についての協力も必要となる。 
 

（２）共同研究のテーマ 
共同研究のテーマとして以下の事項が挙げられた。 

① 舗装管理システム、メンテナンス用資材とモニターの方法を含む 
② 現場リサイクル法などの最新技術や、高いわだち割れ抵抗（例えばStone Mastic Asphalt）、

低騒音舗装や透水性舗装。 
③ Asbuton（ブトン天然アスファルト）に関する技術開発 
④ 簡易舗装と低交通量道路に関連する技術 

 
３－２．専門セッション 2（災害と橋梁） 
（１）討論、検討の結果 
日本とインドネシア双方が興味を持っている共通のテーマが既にある。それは耐震設計、道路橋の補

強、地震後の危機管理であり、以下の点が議論された。 
① 地震後の構造物補修の方法は、被害の程度と橋梁の劣化度合いに左右される 
② 地震災害を軽減するため、以下の 3 つの基本方針が、日本の国総研によって紹介された 

a. 橋梁に対する耐震設計の仕様 
b. 橋梁の耐震補強 
c. 地震後の速やかな道路ネットワークの復旧 

③ 地震による橋梁被害の４つの要因をRDCRB が指摘した 
ａ. 橋梁上部工の横方向の動き 
ｂ. 橋梁上部工主要部と追加構造物との間の横方向の膨張 
ｃ. 橋梁の沈下による、橋梁盛土への接近 
ｄ. 擁壁および橋台に発生した亀裂 

④ 過荷重は橋梁破壊の原因であるが、インドネシアではよく見られる 
⑤ 長大橋梁に関する日本の技術情報は、日本の国総研によって提供される 
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（２）研究情報交換のテーマ 
相互に興味のある下記のような情報を交換することが有意義であろう 
① 地震災害の評価（決定論的な、あるいは確率論的な地盤振動の予測） 
② 津波情報をも含む地震災害情報 
③ 情報伝達に関わる技術、特に、即座に情報収集をするとともに関係者間で情報を共有できるよ

うな形の技術 
④ 緊急に対応、周知できるような地震被害予測 
⑤ 道路橋の耐震設計技術 
⑥ 道路橋の耐震補強技術 
⑦ 地震後の道路橋の耐震性評価 
⑧ 地震で被害を受けた道路橋の緊急復旧方法 
⑨ 道路橋の崩落防止法 

 
３－３．専門セッション 3（交通と技術） 
（１）討論、検討の結果 
日本は ITS 技術も進んでいる。狭い道路で逆方向から来る車があると警告したりするものであるが、

インドネシアでも使える技術である。 
 
① 地方の ITS 戦略：濱田俊一氏の内容 
最近開発された ITS 技術の全容と、特に地方における狭い道路での ITS 技術の応用について発表があ

った。この ITS の装置は簡易で比較的安価であり、狭い道路に進入する車両に対して指示を与えドライ

バーが道路に進入すべきか道路が空くまで待つべきかを教えるものである。 
このタイプの ITS 技術は住宅地域の狭い道路での導入が適切であり、反対方向から車両が来ているこ

とを知らずに双方から進入して、どちらにも動けなくなる状態を避けることができる。 
この ITS技術とその応用に関しては、更に詳細にインドネシア側の技術者、研究者に紹介していただ

きたい内容である。 
 
② 橋梁のメンテナンスのための構造データの取得について：小西拓洋氏の内容 
橋梁の劣化度合いをモニターするための ITS 技術について発表があった。これはストレーンゲージを

用いて、トランスミッターに接続して、事務所のコンピュータに情報を転送するものである。同じよう

な技術で車両の重量を測ることができるため、交通に対する負荷を探知することも可能になる。このタ

イプのITS技術は車両の重量分布をモニターする点で、インドネシアにふさわしい。この装置の簡便性、

適用性、経済性、耐久性等がインドネシアの現状にふさわしいか、評価されるべきである。インドネシ

アの道路網における過積載の問題からは、このシステムが簡便で操作が容易であることがふさわしいと

思われる。 
 
③ 電子料金徴収システムをインドネシアに導入するための政策と評価：Rudy Hennawan 博士の内容 

ETC による料金徴収システムについて発表があった。このシステムはスマートカードを用いてカード

リーダーにタッチすることで料金を支払うものである。これは料金支払いブースに代わるものであり、

現在のETC の取扱量は約 10％程度である。残りは人の手で徴収する。将来このシステムは更に改良さ
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れて、タッチしなくても良いようになる。このようなシステムを将来導入するためには、ドライバーに

対する教育等が必要になる。 
 
④ インドネシアにおける ITS 発展戦略：Pantja Dharma Oetojo 氏の内容 
連動した交通管制システムについて発表があった。これはジャカルタやバンドンのような都市部で用

いられているものであるが、ある事情で多くのシステムが、一部のみ用いられるか、使われないで独立

型の従来型信号に逆戻りしているとのことである。 
また、RDCRB の事務所では、交通の研究者は軸負荷を計測して遠隔通信システムで事務所にデータ

転送できる「自動交通量分類計測器」などの交通管理機器の開発に従事している。そのほかにも交通情

報、あるいは他の道路データを関係者がアクセスできるシステムがある。移動式の無線スタンドアロン

交通信号は工事現場の交通整理に使用される。しかしRDCRB の行うこれらの研究は未だ開発途上にあ

るとのことである。RDCRB では、電子機器の開発が出来る専門家が不足している。 
緊急の都市交通の問題点は、大量の二輪車の問題である。ITS を使ってこの問題を解決するには格段

の配慮を要すると考えられる。 
 
（２）共同研究のテーマ 
以下のテーマが望ましい。 
① 低コストで、設置が容易で、実現可能性のある地方の ITS 
② 高速道路の交通管制、モニター技術、ETC の採用 
③ 交通安全と渋滞緩和 
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４．インドネシアの状況 
 研究ニーズの把握にあたり、認識しておくべきインドネシアの道路に関係する情報として、車両の保

有台数、道路延長を調べるとともに、WS 参加者の意見として多かった交通事故に関係する数値を以下

に示す。 
 数値情報はインドネシア政府より公表されていた情報を整理し以下の表に示す。インドネシアでは、

表－６に示すように、特に2003年から2008年にかけて車両保有台数が約2.5倍になっているのに対し、

表－７に示すように道路延長はさほど増えていない。そのような中で、交通事故の数値も増減はあるが

（表－８）、事故車両数等は急増しており、オートバイの数が急増している（表－９）。このような交通

事故に関する状況が、「ITS（高度道路交通システム）技術」と並んで「道路の安全性」が次回のワーク

ショップのテーマ選択の１位となった意見に現れたのではないかと推測される。 
 
①インドネシアの車両台数 

表－６ インドネシアの車両保有台数 (台) 

西暦 乗用車 バス トラック オートバイ 合計 5 年間増加率 
1988 1,073,106 385,731 892,651 5,419,531 7,771,019 － 
1993 1,700,454 568,490 1,160,539 7,355,114 10,784,597 139％ 
1998 2,769,375 626,680 1,586,721 12,628,991 17,611,767 163％ 
2003 3,885,228 798,079 2,047,022 19,976,376 26,706,705 152％ 
2008 9,859,926 2,583,170 5,146,674 47,683,681 65,273,451 244％ 

 ＊インドネシア中央統計庁HP より 
 
②道路延長 

表－７ インドネシアの道路延長（km） 

西暦 国道 県道 地方道 市街地道路 有料道路 合計 前年比増加率 
2004 34,629 46,498 229,080 21,863 660 332,730 － 
2005 34,318 46,771 229,208 21,934 772 333,033 100％ 
2006 34,318 46,771 229,208 21,934 772 333,033 100％ 
2007 36,318 50,044 245,253 23,469 772 355,856 107％ 
2008 36,318 50,044 245,253 23,469 772 355,856 100％ 

＊インドネシア運輸省HP データより 
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③交通事故数 
表－８ 交通事故関係数 

死者数 西暦 事故数 
（件） 

事故車両 
（台） 

死傷者数

（人） （人） (人/日) 
重傷 
（人） 

軽傷 
（人） 

損失額 
(BR) 

2004 17,732 26,187 32,271 11,204 30.6 8,983 12,084 53.05 
2005 91,623 28,245 103,323 16,115 44.2 35,891 51,317 51.56 
2006 87,020 70,308 101,354 15,762 43.2 33,282 52,310 81.85 
2007 48,508 84,090 82,588 16,548 45.3 20,180 45,860 103.29 
2008 56,584 130,062 94,921 19,216 52.5 22,364 53,341 123.01 

＊インドネシア運輸省HP データより 
＊BR：Billion Rupiah（10 億ルピア）=約 1 千万円（2010 年 3 月時点） 

 ＊表中の死者、重傷、軽傷の定義は、以下のとおりである。 
死者；事故発生 30日以内に事故に起因する負傷が原因で死亡した場合 
重傷；事故後病院での治療が 30日以上の場合 
軽傷；事故後病院での治療が 30日未満の場合 

 
④交通事故車両 

表－９ インドネシアの交通事故に関係した車両 

西暦 乗用車 バス トラック オートバイ 合計 
2004 5,442 1,650 4,872 14,223 26,187 
2005 6,095 1,607 4,872 15,671 28,245 
2006 10,604 2,945 9,168 47,591 70,308 
2007 12,726 3,278 11,006 57,080 84,090 
2008 16,552 3,973 14,328 95,209 130,062 

＊インドネシア運輸省HP データより
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５．研究ニーズの整理 
５－１．研究ニーズのとりまとめ 
 インドネシア側の実務担当者と国総研の実務担当者により共同ワークショップを開催する前に事前

の打ち合わせを行なっており、その際インドネシア側から優先順位の高い研究ニーズとして以下の３つ

が選定された。 
①道路のためのアセットマネージメント技術 
②各地域における最適な道のための柔軟な技術規格 
 （インドネシアでは国土が広大で、諸条件の違いが大きいため、画一的な基準では各地域に最

適な道路は建設できない。） 
③道路に関する自然災害に対する防災と減災 
 （インドネシアでは、気候・地形・地質条件により地すべり災害の危険性が高い。） 

 
なお、選定されなかった項目は以下のとおりである。 

④道路管理のための、実際の新しい公共管理手法 
⑤有料道路と交通情報の分野の新しいサービス。 
⑥道路建設と関連した調達におけるコスト削減方法。 
⑦道路ネットワークにおける広域的な警報体制への挑戦。 
⑧町の快適さを向上するための道路計画。 

 
選定された項目が、アンケートの項目と必ずしも対になっているわけではないが、概ね以下のアンケ

ート項目で参加者に研究ニーズを聞いていると考えられる。 
①「維持補修と関連した問題」と「舗装の施工と維持補修（高機能舗装を含む）」の合計 

（両方を選択した場合人は１人とカウント）  3 人（5 位／12 件） 
②「道路と橋（耐震補強技術を含む）の建設技術」 4 人（3位／12 件） 
③「災害のマネージメント」                      2 人（9位／12 件） 

 
一方、２に示すように、アンケートで最も多くの方に選択された項目は、7 人に選択された「道路の

安全性」であった。アンケートの意見からは、交通事故、特に人と車両の事故を課題と見ていると推測

される。４に示すように最近のインドネシアの交通事故についての調査結果では、特に近年死者数が増

加している。日本とインドネシアの交通事故に関する比較を表－１０に示す。事故件数では、日本の方

が多いが、死者数ではインドネシアのほうが多い。 
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表－１０ 日本とインドネシアの交通事故の比較 

国（対象年） 事故数（件） 死者数（人） 重傷（人） 軽傷（人） 
日本(2009) 736,688 4,914 53,690 856,425 

インドネシア(2008) 56,584 19,216 22,364 53,341 
      出典：日本のデータは警視庁HP より 
   日本の死者、重傷、軽傷について 

死者：交通事故発生から 24 時間以内に死亡した人数（別途 30 日死者も統計を取っているが

通常 24 時間が用いられる。） 
.    重傷者：交通事故によって負傷し、1 ヶ月（30日）以上の治療を要する場合。 

軽傷者：交通事故によって負傷し、1 ヶ月（30 日）未満の治療を要する場合。 
 
ただし、インドネシアの交通事故の数字については、公表元のインドネシア運輸省より、「交通事故の

過少報告の場合」と題して、 
・ 警察による報告がない場合に、様々な管轄権（管轄外であること）が大きな一因となっている。 
• 警察は報告された場合だけを記録する。 
• 保険会社は被害者が請求を申し立てた時のみ記録する。 
• 病院はDUA(到着後すぐに死亡)犠牲者も記録しないし、治療を受けた後死亡した犠牲者も記録しな

い。 
 
 過少報告を避けるために、私たちはRoad Safety Information System（道路安全情報システム）を

Indonesia Police（インドネシア警察）、Ministry of Transportation（運輸省）、Ministry of Public Works
（公共事業省）、Ministry of Health（保健省）、そして調整者としてのNational Planning Board（国家

計画委員会）と共に確立しようとしている。 
 
という資料を公表している。 
また、両国では、人口、車両の保有台数等、その他にも違いが有り、表－１０をそのまま比較するこ

とはできないが、インドネシアでは最低でも 2 万人近い交通事故死者数があることから、社会問題とし

て認識されているものと推測される。 
 
以上より、事前の打合せでは、比較的道路管理者的な視点が強く反映されて研究ニーズが選定されて

いたが、アンケート結果は、道路利用者に近い視点からの研究ニーズが選定されたのではないかと推測

される。 
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５－２．研究ニーズ 
研究ニーズについては、共同研究のニーズを把握することが目的であるため、せん別することなく、

幅広く全ての意見を列挙した。 
 

（１）舗装 
１）舗装管理システム（メンテナンス用資材とモニターの方法を含む） 
２）現場リサイクル法などの最新技術や、高いわだち割れ抵抗（例えばStone Mastic Asphalt）、

低騒音舗装や透水性舗装。 
３）Asbuton（ブトン天然アスファルト）に関する技術開発 
４）簡易舗装と低交通量道路に関連する技術 
５）補修の寿命、過負荷、使用される補修資材に関する研究 
６）MCI（メインテナンス管理指数）のインドネシアへの導入 

  ７）各地域における最適な舗装のための柔軟な技術規格 
 
（２）橋梁（耐震関連を含む） 

１）緊急に対応、周知できるような地震被害予測 
２）道路橋の耐震設計技術 
３）道路橋の耐震補強技術 
４）地震後の道路橋の耐震性評価 
５）地震で被害を受けた道路橋の緊急復旧方法 
６）道路橋の崩落防止法 
７）長大橋の設計及び建設技術 
８）地震断層の影響への対策(スンダ海峡) 
９）耐風安定性の試験方法 
10）各地域における最適な橋梁のための柔軟な技術規格 
 

（３）ＩＴＳ 
１）低コストで、設置が容易で、実現可能性のある地方の ITS 
２）高速道路の交通管制、モニター技術、ETC の採用 
３）渋滞緩和（交通混雑解消）のための ITS システムの導入 
 

（４）道路の安全性 
１）交通安全技術 
２）道路標識と利用者の間の管理システムの構築 
３）幅が狭い道における通行者の発見技術 
４）夜に道を渡る通行者の発見技術 
５）インドネシアの道路における事故の最小化の研究 
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６．まとめ 
インドネシア側の協力により、アンケート結果に基づき、回答者が次回のワークショップのテーマに

すべきと考えている課題の項目、その具体的な内容を把握した。 
また、共同ワークショップ会議中には、インドネシアの公共事業省副大臣(Mr. Hermanto Dardak)の

挨拶において長大橋とトンネルの技術について重要性が指摘された。長大橋はアンケート結果にも含ま

れており、またそれら両技術については、日本は世界有数の技術を有していることから、この分野にお

ける研究協力も可能性が高いものと考えられる。 
取りまとめた研究ニーズの多くは、日本で既に研究として取り組まれている項目が多いと判断される

が、インドネシアでの適用を考慮すると、日本の既存の技術を改良する必要があるニーズも含まれると

考えられ、それらには共同研究が必要と思われる。 
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調査報告 概要版 
 
インドネシアの政府関係の研究機関における舗装、橋梁、ITS 等、関連分野の研究ニーズを把握する

ための基礎的調査を行なった。その方法として、「INDONESIA /JAPAN-JOINTWORKSHOP in BANDUNG Held 

by RDCRB and NILIM/PWRI」においてアンケート調査を実施した。 
また、アンケートを行なった会議では、インドネシアの公共事業省副大臣(Mr. Hermanto Dardak)の

挨拶において、長大橋とトンネルの技術について重要性が指摘された。これらの技術については日本は

世界有数の技術を有していることから、この分野における研究協力も可能性が高いと考えられる。 
それらの情報を整理して、以下の研究ニーズを整理した。 
 

（１）舗装 
１）舗装管理システム（メンテナンス用資材とモニターの方法を含む） 
２）現場リサイクル法などの最新技術や、高いわだち割れ抵抗（例えばStone Mastic Asphalt）、

低騒音舗装や透水性舗装。 
３）Asbuton（ブトン天然アスファルト）に関する技術開発 
４）簡易舗装と低交通量道路に関連する技術 
５）補修の寿命、過負荷、使用される補修資材に関する研究 
６）MCI（メインテナンス管理指数）のインドネシアへの導入 

  ７）各地域における最適な舗装のための柔軟な技術規格 
 
（２）橋梁（耐震関連を含む） 

１）緊急に対応、周知できるような地震被害予測 
２）道路橋の耐震設計技術 
３）道路橋の耐震補強技術 
４）地震後の道路橋の耐震性評価 
５）地震で被害を受けた道路橋の緊急復旧方法 
６）道路橋の崩落防止法 
７）長大橋の設計及び建設技術 
８）地震断層の影響への対策(スンダ海峡) 
９）耐風安定性の試験方法 
10）各地域における最適な橋梁のための柔軟な技術規格 
 

（３）ＩＴＳ 
１）低コストで、設置が容易で、実現可能性のある地方の ITS 
２）高速道路の交通管制、モニター技術、ETC の採用 
３）渋滞緩和（交通混雑解消）のための ITS システムの導入 
 

（４）道路の安全性 
１）交通安全技術 
２）道路標識と利用者の間の管理システムの構築 
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３）幅が狭い道における通行者の発見技術 
４）夜に道を渡る通行者の発見技術 
５）インドネシアの道路における事故の最小化の研究 

 
（５）トンネル 
  １）トンネルの設計及び建設技術 
 
以上のニーズの多くは、日本で既に研究として取り組まれている項目が多いと判断されるが、インド

ネシアでの適用を考慮すると、日本の既存の技術を改良する必要があるニーズも含まれると考えられ、

それらには共同研究が必要と思われる。 
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参考資料リスト 
 
Ａ．質問表（英語） 
 
Ｂ．回答原文（19 人分） 
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Ａ．質問表（英語） 
INDONESIA/JAPAN-JOINTWORKSHOP in BANDUNG  

Held by RDCRB and NILIM/PWRI 
 

<Questionnaire to Participants> 
 

Thank you very much four your participation in this international joint workshop. 
It would be our pleasure to have your cooperation for this questionnaire in order to promote the 
collaboration between Indonesia and Japan in the research sphere of Roads and Brides. 
 

1. May we have your overall evaluation on this Workshop by checking charts shown below. 
 

 <Excellent>                            <Not Good> 
 

(1) General Session 
5 4 3 2 1 

if you participated in; 
(2)-1 Technical SessionⅠ 
(Pavement and Expressway) 

5 4 3 2 1 

if you participated in; 
(2) -2 Technical SessionⅡ  
(Disaster and Bridges) 

5 4 3 2 1 

if you participated in; 
(2)-3 Technical SessionⅢ 
(Traffic and Technology) 

5 4 3 2 1 

(3) Discussion of each of (2)  
5 4 3 2 1 

 
2. What kind of issues and topics did you get your strongest interest in this workshop?  
Please write down specifically in the blank bellow.  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（Ex. New Materials of Pavement proposed from Japan side etc.） 
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3. What sort of theme and issue would you like to cover in the next JOINT-WORKSHOPs ? 
When you hit upon some ideas, please check on the blanks(□) shown below. And, could you write 
down specific contents as much as possible. 

 
□Planning of Act and Regulation □Investment and Prioritization including Evaluation 
□Construction Technology for Road and Bridge (including earthquake resistant construction 
technology). 
□Maintenance and related issues □ITS (Intelligent Transport Systems) technology. 
□Execution and maintenance of the pavement（including high-performance pavement） 
□Capacity Building including Civil Engineering Judgment □Procurement Systems 
□Disaster Management □Safety in Road □Environment issues including Climate Change 
□Relevance between Economy and Road Projects □Others 

 
You can select upper-mentioned items as much as possible. Detailed description on your selected 
items one by one in the blank below will be highly appreciated. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. Your voice and comments for this joint workshop.  
 
 
 
 

Your Name  ：                                  
Organization ：                                  
E-mail address：                                  

Thank you for your cooperation! 

 

【Example】 
Selected Topic: Disaster Management 
Content : Due to the lack of information communication system between road users & road 
administration bodies especially in the mountain areas, in the east JAWA area, normally, it takes 
3 days for initiation of road recovery works at site. It leads to great loss for regional economy and 
social activities etc. 

Selected Topic: 
Content :  

Selected Topic: 
Content : 
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